







































































































































 ,.照 試 験
 70例の正常家兎について測定した血清鉄量は1692r/彪,標準偏差±コ4.9r/磁で
 採血を反復すると次第に減少する頂向を示した。
網内系刺激試験
 血濤鉄はコンムニン,ハイポン注射後3,5時間に一」園生に減少しプ鮎
 墨汁.コロイド銀試験
 血清鉄は注射後1時間目より急速に減少し,5時間後最低で,24時間後にやや上昇した。
 鐙汁連続注射群では,第2日に雌清鉄の減少が最も大セ,以後上昇し,第4,第5日には処置
 前よりも増加する傾向を示した。コ・イド銀連日注射群ても,血清鉄は第1日に最低で以後次第
 に上昇し,第4目には処直前よりも高くなる傾向を示:した。
肝機能促進試験
 各群に一過性の1皿清鉄の減少を認めた。すなわち,ブドウ糖注射群では,血清鉄は5,.5時間
 後に有意に低ぐ,果糖注射群では5時間後に最低となったσ4メチオニン注射群では,初め緩徐
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 に減少し,5時間後有意に低く,グ・ンサン注射群では血清鉄の減少は急速で5時闘後に最低で
 あった。デヒコール注射群では,血清鉄は急速に減少し,1時間後にも有意に低かった。バール
 注射群では,5時間後に減少が最大であった。ATP注射群では,1時間後有意に減少したが,
 すみやかに対照値に近ずき,5時間後は対照と有意差を認めなかった。
肝障害試験
 ク・・フォルム注射群では・1虹清鉄は1時間後よ9増加し・24時間後最高であった。燐注射
 群にかいても∫飢清鉄の増加をみたが,ク・・フォルムに比して緩徐であり,増加の程度も少なか
 った。部分的肝切除群では口紅清鉄ははじめ急速に増加し,5時間後最高て,後やや減少する傾
 向を示した。総胆管結紮群では,血清鉄は1時間後より増力艮する傾向を示した。
欄脾試験
 血清鉄は1時間後有意に減少し,5時間後最低であるが,後やや上昇する傾向を示した。
 以上の成績により,次の詰論を得た。
 1.正常家兎の皿碕鉄壁は平均循92±14.gr/〔膨てあり,採血を反復すると減少する。
 2.網内系を刺激すると,∫血清鉄は一過性に減少する0
 5.5%墨汁,1%コロイド張溶液毎i、g10CCの1回静注により血清扶は減少するが,反復注
 射して網内系を填塞すると,i血瘡鉄は増加する)
 な肝障害により」血.溶銑は著り月に増プ」目する0
 5.滴脾により皿清談は初め減少し、優増加する傾向を示す0
 6.従って,体内の皿宿銭の移動には,調内系および肝機能が重要な影響を有し,特に肝臓の
 影響が大であると考えられると精読しているq
 よって,著者は医学博士の学位を受けるに充分な資格があるものと認める。
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